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研究成果の概要（和文）：　本研究は，これまで伝承が困難とされた教師の暗黙的技術を，授業認知の位相転換
に措定し，それをVR（virtual reality)映像のプラットフォームで非同期型学習環境として構築することで，教
師の技術向上を促進することを目的とした。具体的には，①教師の暗黙的技術を 360°カメラで記録，VR 映像
化し，②授業過程での教師の認知を，認知・判断・行為の位相と認知事象の交差に位置づけ，③熟達者の技術
を、VR 映像のプラットフォームを介した新たな学習環境上に構築し，④教師の技術向上を図った。成果とし
て，論文や学会で発表を行うとともに，書籍『教師のわざ　研究の最前線』を発刊した。

研究成果の概要（英文）：　In this study, the implicit technique of teachers, which has been 
difficult to pass down until now, is defined as a phase shift in class cognition. By constructing it
 as an asynchronous learning environment on a virtual reality video platform, we aimed to promote 
the improvement of teachers' skills.1. Record the teacher's implicit technique with a 360 ° camera 
and visualize it in VR．2. Positioning the teacher's cognition in the lesson process as the 
intersection of cognitive / judgment / action phases and cognitive events．3. Build expert skills on
 a new learning environment via a VR video platform．4. We have improved the skills of teachers．
Additionally, we presented study results by an academic meeting and thesis and published “Kyoshi no
 Waza Forefront of research”．

研究分野： 教育工学

キーワード： 教師のわざ　ＶＲ映像　暗黙知　教師研修　教員養成　授業研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　授業中，教師は，子どもの様子をみて（認知），理解しているかを判断し（判断）必要な手を打つ（行為）と
いった一連の行動をとっている。教師の技術は，適応的熟達であり，その対象化と伝承が大きな課題である。本
研究では，この暗黙的教育技術を最新の360°カメラ撮影とVR映像化によって可視化し，再現可能とすることに
よって，これまで困難とされてきた暗黙知の伝承の一助となる可能性を示すことができた点に学術的意義があ
る。また，最新のICTの運用により，非同期的環境で時間と場所に拘束されない21世紀型の学習環境を構築し，
教師の生涯発達を支援する上での一助となり社会的意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) Reflection in action への認知位相の位置づけ 
 研究代表らは，これまで教師の成長を授業の技術を対象に研究してきた。それにより授業中の
教師の思考は「認知」「認知・判断」「認知・判断・行為」のサイクルが重層的に存在し，それが
初任者と熟達者では大きくことなり，成長を決定づける重要な要因であることが明らかになっ
た（浅田・藤岡・生田，1996）。授業研究会では，授業者の「みえ」と参観者の「みえ」を前提
に議論されるためコミュニケーションに齟齬が生じ，教師の認知をベースとする研究の必要性
が指摘されてきた。こうして教師の授業中での認知と思考に研究の焦点がおかれるようになっ
た（中村・浅田，2017）。オンゴーイング法は Reflection in action を対象化する方法として生田
が開発したもので（浅田・藤岡・生田，1996），教育実習や対話リフレクション，授業省察など
教育の実践研究において活用され成果が蓄積されてきた（中村・浅田，2017；西原・生田，2010；
西原・生田，2013；高橋・生田，2004；Ikuta・Asada，1999）。これらの研究から，熟達者の
教育技術が認知位相と認知対象の相関として現れる場を，映像で把握することにより他の教師
に伝承可能となるとの考えに至った。 
 
(2) 暗黙的技術の映像把握による伝承 
 暗黙的技術には「わざ」固有の全体性・即時性・非分析性があり，映像はこの特性を包含した
まま記録できることから，映像での把握が適していること（生田・松井・井上，1996；後藤，
2006），また，授業をみる際の視野は自由に対象を移動することから，その把握には最新の 360°
カメラでの VR 映像がこれを可能とするとの考えに至った。さらに，大量の退職者に伴う熟達教
師の技術伝承の問題への対応も視野においた。 
 
(3) ICT による新たな学習環境 
 学習者（学生・初任者・一般教師）が熟達者の授業技術を学ぶ方法として，最新の ICT を駆
使し，認知位相転換の映像をプラットフォーム上に非同期的学習環境として構築することで，こ
れまでの場と時間に制約されていた研修を開放して 21 世紀に相応しいフレックスで自由な学習
形態に改変できると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，「これまで伝承が困難とされた教師の暗黙的技術を，授業認知の位相転換に措定し，
それを VR（virtual reality)映像のプラットフォームで非同期型学習環境として構築すること
で，教師の技術向上を促進する」ことを目的とし，次の課題を達成する。 
 ①教師の暗黙的技術を 360°カメラで記録，VR 映像化し， 
 ②授業過程での教師の認知を，認知・判断・行為の位相と認知事象の交差に位置づけ， 
 ③熟達者の技術を，VR 映像のプラットフォームを介した新たな学習環境上に構築し， 
 ④教師の技術向上を図る。 
 これにより，わが国の目指す「主体的・対話的・深い学び」の教育を推進する確かな実践力を
もつ教師の研修に大きく寄与するものである。 
 
３．研究の方法 
(1) 授業の設計 
熟達者グループによる授業設計（算数・国語・体育）と教材解釈・授業方略・授業メディア・

学習者特性などを把握し，記録する。 
(2) 授業の 360°カメラによる記録 
360°カメラ 2台とワイヤレスマイクでの音声を合成し VR 映像を作成する。 

(3) VR 映像による授業検討とその記録：VR 映像プラットフォームの構築 
 VR 映像を活用し，非同期型の授業検討を実施し，エビデンスべースによる暗黙知の表出を試み
る。授業認知を「認知」「認知・判断」「認知・判断・行動」の位相と認知対象との 9つ交差に VR
映像を同期させ，位相を可視化する。さらに，熟達者グループのオンゴーイングにより位相転換
の熟達モデルを生成する。 
(4) 教師の技術向上：VR 映像プラットフォームの活用 
 学習者（学生・初任・一般教師）がモデル VR 映像のオンゴーイングで，自己の認知位相転換
と意味を把握する。学習者の位相と熟達者の位相を対比することで，差異が学習者に認知・覚醒
され（覚醒機能），位相転換についての間主観的理解が図られる。 
 
４．研究成果 
これまで伝承が困難とされた教師の暗黙的技術を，授業認知の位相転換に措定し，それを VR

（virtual reality)映像のプラットフォームで非同期型学習環境として構築した。 
対象とした保育園では，2018 年 4月～2019 年 3 月まで，毎月定期的に授業研究を全クラス実

施し，それらの授業を全て 360 度のカメラで記録し，年間 72時間の授業を記録することができ
た。また，小学校 4校 24 時間，中学校 2校 18 時間の授業をそれぞれ記録した。暗黙知を含む熟
達者のわざを記録し抽出するには，長期に渡る授業記録を必要とすることから，定期的に授業を
VR 記録した。このことで，子どもの成長発達に応じた教師のわざが把握され，わざの特性が映



像として記録把握できた。 
また，VR映像による授業検討とその記録から，①360°カメラでの VR映像を視聴することで，

授業者も参観者も非同期的状況でリアルタイムでは見ることのできない自由な視野移動で授業
者を再現視聴できた。②VR 授業映像を用いての授業検討会により，授業者，観察者の授業をみ
る観点が確認でき，従来の検討会にくらべて，エビデンスベースでの検討が可能となった。 
さらに，教師の技術向上として，VR 映像プラットフォームを活用した実践や研修では，①授

業者が自己の授業を省察する際に VR 授業の意義を，従来のビデオと比べて，明確に意識するよ
うになった。②授業参観者の授業認知が，一過性ではなく，VR 映像による再生可能性により，
他者の認知の多様性を知るようになった。③本システムの校内研修への活用は，VR 編集などテ
クニカルな要素があり，直ちに一般校へは課題があるが，その可能性が確かめられた。 
研究の成果として，本研究の代表者および分担者で『教師のわざ 研究の最前線』として書籍

を執筆し，2022 年 3 月に発刊した。書籍には，教師のわざに関わる研究の変遷や教師のわざを
対象化するための最新の技術利用の動向を整理した。加えて，360 度カメラを用いて記録した VR
授業映像を VR オンゴーイング法等を用いて授業者や観察者が授業を見る各自の授業認知の位相
を他者の認知位相と交換し，相互の観を共有する過程に迫った。VR を用いた校内研修や公開研
究では，①授業場面を VRで提示し確認することで，授業者が認知を新たにすること，②VR映像
を遠隔地であるいは非同期的に視聴し，疑似的な授業空間を再現しながら検討を行うことがで
きること，③コメント機能を活用するなど複合的な拡張性としての可能性が示唆された。 
 さらに，教師のわざを伝承する方法として，教員養成や教師教育，スポーツ指導における「み
え」に活用し技術向上に取り組んだ事例を報告した。 
これまでに開発・推進してきた授業研究や授業実践の最新の知見を，教員養成や現職教育で活

用しやすい書籍という形式で発刊することができた。 
 研究成果は，書籍に加えて，INTERNATIONAL CONFERENCE COGNITION AND EXPLORATORY IN 
DIGITAL AGE，European College of Sport Science 2021 Conference，日本教育工学会，日本教
育方法学会，体育学研究，等で発表した。海外の学会発表でも VR 授業研修は評価された。 
これら一連の研究により，教師の暗黙的技術を映像により対象化することでその伝承と創造

に新たな方法として位置づけることができた。また，VR の技術を映像を適用することで再現可
能な研修環境を開発し，熟達教師の技術を次の世代に伝えることの一助を構築することができ
たといえる。 
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